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政
府
は
臨
時
閣
議
で
、
一
般
会
計

の
総
額
が
１
１
５
兆
５
４
１
５
億

円
と
な
る
２
０
２
５
年
度
予
算
案

を
決
定
。
社
会
保
障
費
や
防
衛
費
、

国
債
（
借
金
）
の
元
利
払
い
に
あ
て

る
国
債
費
が
伸
び
た
為
、
２
４
年

度
当
初
か
ら
約
３
兆
円
増
え
過
去

最
大
を
更
新
。
税
収
も
過
去
最
大

と
な
る
見
込
み
だ
が
、
歳
入
の
４

分
の
１
を
国
債
に
頼
る
厳
し
い
財

政
状
況
が
続
い
て
い
る
。
政
府
は

予
算
案
を
来
年
の
通
常
国
会
に
提

出
す
る
が
、
過
半
数
割
れ
し
て
い

る
与
党
が
協
力
を
求
め
る
野
党
と

の
協
議
次
第
で
は
、
予
算
案
に
追

加
の
施
策
を
盛
り
込
む
な
ど
修
正

を
迫
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
歳

出
は
、
全
体
の
３
分
の
１
を
占
め

る
社
会
保
障
費
が
３
８
兆
２
７
７

８
億
円
と
、
初
め
て
３
８
兆
円
を

突
破
し
た
。
歳
出
改
革
で
１
３
０

０
億
円
程
度
を
圧
縮
し
た
が
、
高

齢
化
な
ど
に
よ
り
５
５
８
５
億
円

増
え
た
。

政
府
は
医
療
費
の
支
払
い
を
一
定

に
抑
え
る
「
高
額
療
養
費
制
度
」
見

直
し
を
正
式
決
定
し
、
自
己
負
担
の

上
限
月
額
を
２
０
２
５
年
８
月
か

ら
２
７
年
８
月
ま
で
段
階
的
に
引

き
上
げ
る
。
薬
の
公
定
価
格
「
薬
価
」

を
市
場
価
格
に
近
づ
け
て
引
き
下

げ
、
２
５
年
度
に
国
費
で
６
４
８
億

円
圧
縮
す
る
こ
と
で
も
合
意
。
医
療

費
が
膨
ら
む
中
、
い
ず
れ
も
公
的
医

療
保
険
か
ら
の
給
付
を
抑
え
る
。

合
意
に
は
、
生
活
保
護
費
の
特
例
加

算
を
１
人
月
千
円→

１
５
０
０
円
に

増
額
し
、
２
６
年
度
ま
で
続
け
る
こ

と
も
盛
り
込
む
。
実
際
に
増
額
さ
れ

る
の
は
受
給
世
帯
の
５
８
％
に
当

た
る
９
４
万
世
帯
。

現
行
制
度
の
上
限
額
は
、
年
収
な
ど

で
５
区
分
に
分
か
れ
る
。
２
５
年
８

月
に
５
区
分
全
て
で
上
限
額
を
引

き
上
げ
る
。
２
６
年
８
月
に
は
住
民

税
非
課
税
を
除
く
４
区
分
を
三
つ

ず
つ
に
細
分
化
し
、
所
得
の
高
い
層

の
上
限
額
を
上
げ
る
。
２
７
年
８
月

に
も
引
き
上
げ
る
。

現
行
の
平
均
的
な
年
収
区
分
（
約
３

７
０
万
～
７
７
０
万
円
）
の
上
限
月

額
は
約
８
万
円
。
こ
れ
を
細
分
化
し
、

最
も
高
い
区
分
と
な
る
「
約
６
５
０

万
～
７
７
０
万
円
」
の
上
限
月
額
は

２
７
年
８
月
に
約
１
３
万
９
千
円
と

な
る
。

これらの睡眠の変化は、上昇した深部体温の大幅
な低下（放熱）と関連していた。人工炭酸泉と塩化物
泉のグループでは、熱放散の増加と深部体温の低下が
観察された。また、アンケートでは、塩化物泉の入浴

後に疲労感が強く出ていた。

厚
労
省
は
、
米
製
薬
企
業
バ
イ
オ

ジ
ェ
ン
が
開
発
し
た
筋
萎
縮
性
側
索

硬
化
症
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
治
療
薬
「
ト
フ
ェ
ル

セ
ン
」
の
製
造
販
売
を
承
認
。
Ｓ
Ｏ
Ｄ

１
と
呼
ば
れ
る
遺
伝
子
に
変
異
が
あ

る
患
者
が
対
象
で
、
全
体
の
約
２
％

が
該
当
。
同
日
、
近
視
の
進
行
を
抑

制
す
る
参
天
製
薬
（
大
阪
市
）
の
点
眼

液
「
ア
ト
ロ
ピ
ン
」
の
製
造
販
売
も
承

認
。
近
視
進
行
抑
制
薬
の
承
認
は
国

内
初
。
Ａ
Ｌ
Ｓ
は
神
経
に
障
害
が
起

き
、
筋
肉
が
や
せ
て
徐
々
に
体
を
動

か
せ
な
く
な
る
病
気
。
ト
フ
ェ
ル
セ
ン

は
、
変
異
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｄ
１
遺
伝
子
が

神
経
に
有
害
な
タ
ン
パ
ク
質
を
作
る

の
を
防
ぐ
働
き
が
あ
る
。
米
食
品
医

薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）
は
２
０
２
３
年
に

迅
速
承
認
し
、
日
本
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
も

早
期
の
実
用
化
を
求
め
て
い
た
。
近

視
は
眼
球
の
形
が
前
後
に
長
く
な
り
、

ピ
ン
ト
の
合
う
位
置
が
網
膜
よ
り
前

に
な
っ
て
い
る
状
態
。
ア
ト
ロ
ピ
ン
は

瞳
孔
を
広
げ
る
効
果
が
あ
り
、
子
ど

も
の
斜
視
な
ど
の
診
断
に
使
わ
れ
て

い
る
。
低
濃
度
の

場
合
は
副
作
用

な
く
近
視
の
進
行

抑
制
効
果
が
あ
る

と
期
待
さ
れ
て

い
る
。

今月の１枚

「サザンカ」

Ａ
Ｌ
Ｓ
薬
「ト
フ
ェ
ル
セ
ン
」他
を
承
認

認
知
症
へ
の
偏
見
を
点
数
化

日
常
の
足
代
わ
り
に
活
用
し
て

も
ら
お
う
と
、
デ
ザ
イ
ン
や
安
全

性
を
向
上
さ
せ
た
電
動
車
い
す

が
続
々
登
場
し
て
い
る
。
特
に
高

齢
者
の
外
出
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

ハ
ン
ド
ル
型
電
動
車
い
す
で
は

新
興
企
業
の
「Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
（ウ
ィ

ル
）
」
（
東
京
）
が
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

な
見
た
目
で
売
れ
行
き
を
拡
大

し
、
業
界
古
参
の
ス
ズ
キ
も
安
全

機
能
を
高
め
た
看
板
商
品
「
セ
ニ

ア
カ
ー
」
を
投
入
。
高
齢
化
で
成

長
が
期
待
で
き
る
市
場
で
、
ト
ヨ

タ
自
動
車
も
参
入
す
る
な
ど
熱

を
帯
び
て
き
た
。

電
動
車
い
す
は
最
大
時
速
が
６

キ
ロ
で
、
法
律
上
は
歩
行
者
扱
い

に
な
る
。
公
共
交
通
機
関
の
統
廃

合
や
運
転
免
許
返
納
の
広
が
り

を
背
景
に
、
手
軽
な
移
動
手
段
と

し
て
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

ウ
ィ
ル
は
黒
を
基
調
と
し
た

求人のお知らせ
当社では新しい仲間を募集しています。
詳しくはQRコードをチェック！

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
（愛

知
県
大
府
市
）
等
の
チ
ー
ム
は
、
認

知
症
へ
の
差
別
や
偏
見
の
意
識
を

点
数
化
し
て
評
価
す
る
方
法
を
作

成
す
る
。
「
認
知
症
の
人
は
知
識
が

豊
富
」「話
し
か
け
る
意
味
は
な
い
」

と
い
っ
た
質
問
２
６
項
目
を
「
い
つ

も
思
う
」か
ら
「全
く
思
わ
な
い
」
ま

で
の
５
段
階
で
回
答
し
て
も
ら
い
、

認
知
症
の
人
を
敬
遠
す
る
傾
向
な

ど
を
判
断
す
る
。
認
知
症
当
事
者

や
家
族
な
ど
の
差
別
や
偏
見
は
治

療
の
遅
れ
や
社
会
参
加
の
減
少
に

つ
な
が
る
が
、
評
価
方
法
が
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
の
主
任
研
究
員
は
「
認
知

症
へ
の
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
克
服
し
、
当

事
者
が
排
除
さ
れ
な
い
共
生
社
会
を

目
指
し
た
い
」
と
話
し
て
チ
ー
ム
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
発
さ
れ
た
評

価
尺
度
を
基
に
２
６
項
目
の
質
問
票

を
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

２
０
～
６
９
歳
の
計
８
１
９
人
に
調

査
を
実
施
。
「
も
し
私
が
認
知
症
だ
っ

た
ら
屈
辱
的
に
感
じ
る
」な
ど
の
質
問

に
答
え
て
も
ら
い
、
認
知
症
の
人
を
避

け
た
り
尊
重
し
た
り
す
る
傾
向
に
加

え
、
自
分
が
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た

ら
と
不
安
に
思
う
気
持
ち
や
、
差
別

さ
れ
る
恐
怖
心
を
測
定
で
き
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

電
動
車
い
す
市
場
に
熱
気

デ
ザ
イ
ン
や
安
全
性
競
う

社
会
保
障
費
が
初
の
３
８
兆
円

高
額
療
養
を
段
階
的
引
き
上
げ

デ
ザ
イ
ン
を
展
開
し
、
こ
の

３
年
間
で
販
売
台
数
を
２

０
倍
以
上
に
伸
ば
し
た
。
２

０
２
４
年
９
月
に
発
売
し

た
「
モ
デ
ル
Ｒ
」
は
駐
輪
場

に
保
管
で
き
る
サ
イ
ズ
で
、

集
合
住
宅
の
居
住
者
に
も

選
び
や
す
く
し
た
。
バ
ッ
テ

リ
ー
は
着
脱
式
で
、
室
内
で

気
軽
に
充
電
で
き
る
の
も

特
徴
だ
。

ス
ズ
キ
は
、
約
４
０
年
に
わ

た
り
セ
ニ
ア
カ
ー
を
累
計
約

３
２
万
台
販
売
し
て
き
た
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
２
３
年
に

三

輪

タ

イ

プ

の

「
シ
ー

ウ
ォ
ー
ク
エ
ス
」
を
発
売
し

た
。
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2月の健康管理 ヒートショック対策！
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今
月
の
食
養
生

２
月
は
、
立
春
、
雨
水(

う
す
い)

の
２
つ
の
節
気
が
あ
り
、
厳
し
い

寒
さ
が
続
き
ま
す
が
春
の
兆
し
が

み
ら
れ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

冷
え
か
ら
体
を
守
る
の
と
同
時
に
、

身
体
を
養
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄

え
、
春
に
向
け
て
体
内
環
境
を

し
っ
か
り
と
整
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

体
を
温
め
る
も
の
を
積
極
的
に
取

り
「
腎
」
の
機
能
を
補
い
ま
し
ょ

う
。
「
腎
」
に
は
生
命
力
を
指
す

「
気
」
と
、
生
命
活
動
を
支
え
る

「
精
」
と
い
う
、
生
命
活
動
を
維

持
す
る
の
に
特
に
大
切
な
も
の
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
気
」

が
不
足
し
「
気
虚
」
の
状
態
に
な

る
と
、
息
切
れ
・
食
欲
不
振
・
体

力
低
下
・
疲
れ
や
す
く
風
邪
を
ひ

き
や
す
い
と
い
っ
た
不
調
が
現
れ

る
ほ
か
、
春
先
に
飛
ん
で
来
る
花

粉
に
も
反
応
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

一
年
間
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
に

も
、
栄
養
を
し
っ
か
り
と
取
り
、

２
月
に
「
腎
」
を
補
い
、
「
気
」

と
「
精
」
を
蓄
え
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

空気が乾燥していると体内の水分の蒸散量が増加します。乾燥の影響といえば、乾燥肌や肌荒れな
ど皮膚トラブルもありますが、体の色々な部分に影響を及ぼします。体内の水分量が少なくなると、
血行が悪くなり、心筋梗塞、脳梗塞などが起こりやすくなります。乾燥は筋肉の弾力も奪ってしま
うため、寒さによる血行不良と合わさって、ぎっくり腰などが増える原因にもなります。喉や鼻の
粘膜の乾燥は、免疫機能を低下させ、風邪やインフルエンザなど感染症の発症率を高めてしまいま
す。水分補給と保湿を心掛けましょう。
＊花粉症の方は花粉対策にも注意しましょう！

【
海
老
】
体
を
温
め
る
作

用
が
あ
る
食
材
で
「
腎
」

の
「
気
」
や
「
精
」
を
補

う
作
用
が
あ
り
ま
す
。

【
ニ
ラ
】
気
の
巡
り
や
血

行
を
促
進
す
る
働
き
が
あ

り
ま
す
。
寒
気
を
伴
う
風

邪
な
ど
の
症
状
緩
和
に
お

す
す
め
で
す
。

海
老
ニ
ラ
炒
め
が
お
ス
ス
メ

節分が過ぎれば、明日は立春。暦の上では春ですが、2月は1年の中で寒さが厳しく、空気の乾燥がよ
り一層気になる月です。寒いと体温が奪われ、血行も悪くなります。空気が乾燥すると、肌や喉・鼻
の粘膜はダメージを受け、風邪、インフルエンザといった感染症にかかりやすくなります。
何かとトラブルが起こりやすい2月、入浴や水分不足に対しても注意が必要です。

寒い冬の入浴には危険が潜んでいます。お風呂に入ろうと、暖かい居間から寒い浴室へ移動し、熱
い湯に浸かると、急激な温度変化にさらされることになります。体には体温を一定にキープする為
に、暑いときには血管を拡張し、体内の熱を放出しようとします。寒いときには血管を収縮し、体
外に熱を逃がさない様にする仕組みが備わっています。血管が収縮すれば、心臓はより全身へ血液
を送り出そうとするため、血圧は急上昇します。血圧が急上昇した直後に熱い湯につかれば、血管
は拡張して血圧は急降下します。心臓や血管などに大きな負担がかかってしまいます。血圧の急降
下は、貧血や立ちくらみを起こしけがや溺水につながる恐れもあります。ヒートショックは、心筋
梗塞、脳梗塞、脳出血など深刻な疾患につながりやすく、場合によっては、死に至るケースもあり
ます。特に高齢者は影響を受けやすいといわれていて高血圧・動脈硬化・糖尿の傾向がある人も注
意が必要です。

①ヒートショックに注意！

②乾燥に注意！

ヒートショックを防ぐには“温度差を減らすこと”です。暖房器具の設置、
入浴前にお風呂のふたを開ける・シャワーをまく等蒸気で浴室全体を暖めて
おきましょう。1番風呂を避け、浴室床にマットやスノコを敷くことも有効。
お風呂の温度を38～40℃くらいに設定する。食後すぐの入浴や飲酒後の入浴
は避ける。家の寒いところへ移動するときには上着を羽織る。高齢者や心臓
病の人の入浴中には、家族が声かけをするなどで対策しましょう。

おすすめ食材
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